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「実習生を受け入れて」  

蒲郡市民病院 歯科口腔外科  

歯科衛生士  新實 良美  

私が学生時代に臨床実習でお世話になった、ここ蒲郡市民病院へ就職してから７年

が過ぎようとしています。今でも後輩たちが臨床実習に来てくれています。現在、私

は指導者として実習生へ指導していますが、その中でいつも感じることは社会経験の

ない学生が臨床の場で要領よく動く事はとても難しい事であるということです。多く

の学生が臨床の場で戸惑い、自分が何をしてよくて何をしてはいけないのか分からず

にいます。そして何でも受け身であること。患者さんへの挨拶ですら言われなければ

自発的に出来ない事が多いのです。緊張し過ぎて初日から貧血で倒れる実習生を何人

も見てきました。そのような学生たちを生き生きと活躍させてあげることが私の使命

と思っています。先ず、私は決して先輩歯科衛生士だからと威張ったり偉ぶったりし

ているわけではないという事、話しやすい空気が伝わると学生の緊張も解け、自ら質

問をして来たり動きをよく見て真似てくれるようになります。そして些細なことでも

褒めるようにしています。また実習生には何でもやってもらっています。学生だから

危険、とやらせなけらば何も身に付かないと思っているからです。しっかり付いて教

えればほとんどの実習生が何でも出来るようになり、埋伏智歯抜歯の介助にも挑戦し

ています。そのようにして次第に自信をつけていく学生が多い中、どうしてもおとな

しい学生がいるのも事実です。そのような学生には思い切ってスケーリングや病棟の

患者さんの口腔ケアを任せてみます。するとそのようなおとなしい学生ほど 1 対 1 の

本番に強く堂々と患者さんとコミュニケーションを取り、怯むことなくスケーリング

や口腔ケアをするのです。その度に驚き安心させられます。学生は一人一人個性があ

り得意不得意も様々ですが、皆やる気があり、歯科衛生士の資格取得に向かって頑張

っています。指導者として学生の長所を引き出し、臨床実習が嫌な思い出にならない

よう、また就職後少しでも経験が活かせるように、責任を持って送り出したいと思っ

ています。 
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１．臨床実習から 

コロナ禍で様々なご負担の多いなか、 

実習生を受け入れ、ご指導をいただいた 

実習施設の皆様のおかげで、１期臨床実

習を無事に終えることができました。あ

りがとうございました。引き続き２期臨

床実習もよろしくお願いいたします。 

実習のまとめで、１期臨床実習の自己

評価と２期臨床実習の目標設定をしまし

た。自己評価の結果は以下の通りです。 

 

基本的事項に関する評価 

社会人としての

基本姿勢 

(７項目 

 合算平均） 

患者理解 

(２項目 

 合算平均） 

学習姿勢 

(６項目 

 合算平均） 

よくできた 65.2％ 63.5％ 42.3％ 

できた 26.2％ 28.4％ 37.8％ 

あと少し 8.1％ 4.1％ 17.1％ 

できなかった 0.4％ 4.1％ 2.7％ 

社会人としての基本姿勢(返事、身だし 

なみ、言葉づかい、時間厳守、忘れ物な 

ど）は、当たり前のことが当たり前にで 

きるということの大切さと難しさを改め 

て実感した学生もいたようです。これら 

は信頼関係を築く第一歩でもあるため、 

この積み重ねを大切にして欲しいです。 

 
実習帳に関する

評価 
 (５項目合算平均） 

歯科診療補助に

関する評価 
 (13 項目合算平均） 

よくできた 48.1％ 22.0％ 

できた 41.1％ 42.8％ 

あと少し 10.8％ 26.8％ 

できなかった 0％ 2.7％ 

実習していない ― 5.6％ 

 実習帳の記録に要する時間の平均は

1.5 時間でした。その日に学んだことや

実習内容に沿って要点をまとめるには、

ある程度の時間が必要であり、妥当な時

間ではないかと思われますが、内容には

まだまだ改善が必要な学生もいます。歯

科診療補助の評価では、不安だらけで始

まった実習も少しずつできることが増え

るにつれ、自信へと変化する様子が伺え

ました。 

２．学校の授業から 

＜１年生＞１０月から始まった歯科予防

処置の相互実習は、スケーリングが終わ

り、ＰＭＴＣへと順調に進んでいます。

術者・補助者もさまになってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

～歯科予防処置実習風景～ 

＜２年生＞ 例年同様、実習報告会が始

まりました。クラスメイトの発表を聞く

姿勢はいつになく真剣です。お互い良い

刺激となっているようです。 

＜３年生＞ 国家試験まであと約１か月

です。勉強法の理解（芽）に始まり、基

礎力確認(幹)から実力養成(枝)まで進み

ました。あとはたくさんの「葉」をつけ、

「花」が咲くのを願うばかりです。 

３．今後の主な行事予定     

・２期臨床実習   1/12(火)～3/17(水) 

・総合学習（1 年生） 2/16(火)～3/17(水) 

・国家試験          3/ 7(日) 

・卒業式            3/11(木) 

・終業式            3/18(木) 


